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1 原稿の提出形態

提出原稿のファイル形式は「PDF」です．「PDF」での原

稿作成の際は，すべてのフォントを埋め込んで (embed)事

務局でヘッダやページ情報の追加記載が可能なようにご配

慮下さい．texからは dvipdfmxや ps2pdfを利用して pdf

を作製できますが，もし，PDFファイルでのご提出が難

しい場合は，事務局にご相談下さい．

2 レイアウト

2.1 タイトルその他 (1ページ目上部)に関して

予稿の 1ページ目上部には，タイトル，発表者氏名，所

属の和文と英文，およびメールアドレス (任意)をそれぞれ

記述してください．

2.2 本文に関して

本文は 2.1の「タイトルその他」に続けて記述してくだ

さい．本文は必ず左右 18cm，天地 25.5cm以内の長さにお

さまるようにしてください．本文は 9ポイント活字を標準

とし，字間および行間は適宜調整して 25文字 46行 2段／

ページを目安にしてください．

2.3 図表，写真に関して

図表，写真も電子データで提供下さい．図面，写真，表

の中の文字や数字も本文と同じ大きさとなるようにしてく

ださい．

3 著作権について

Visual Computing / グラフィクスと CAD 合同シンポ

ジウム予稿集に掲載される論文の著作権は画像電子学会，

情報処理学会ならびに映像情報メディア学会に帰属します．

詳細は以下のとおりです．

1. Visual Computing / グラフィクスと CAD 合同シン

ポジウム予稿集に掲載される論文等の著作権 (著作権

法第 27条および第 28条に定める権利)は，画像電

子学会，情報処理学会ならびに映像情報メディア学

会の 3学会（以下，共催学会）に一括して譲渡され，

共催学会の共有となる．

2. シンポジウム予稿集に投稿された論文等について，当

該論文等の著作者が著作権の共催学会への譲渡を拒

んだ場合には，当該論文等の予稿集への掲載を拒否

できる．

3. 共催学会である各学会は，互いの学会の承諾を得る

ことなく，当該論文等を出版し，CD-ROM等の媒体

を作成・販売，Webサイトへの掲載等の任意の方法

で，これを利用できる．なお，Webサイトへの掲載

等，当該論文等を広く頒布する場合には，本会議開

催から概ね 1年間の経過を要するものとする．

4. 第三者から，当該論文等の複製，翻訳，翻案，電子

的形体での利用に関する許諾の要請がなされた場合

には，許諾の可否および許諾に係る利用範囲につい

ては情報処理学会が決定する．

5. 著作者は，当該論文等にもとづいて，その一部を利

用して他の論文誌等に自由に投稿する権利を有する．

6. 著作者は，当該論文等について，シンポジウム予稿

集の発行の前後に拘わらず，著作者個人ないし著作

者所属組織のWebサイトにこれを掲載する権利を有

する．ただし，掲載に際しては，本シンポジウムに

かかる出典を明記しなくてはならない．

7. 著作者が，当該論文等を前 2項以外の形態で利用し

ようとする場合には，共催学会のいずれかに事前に

申し出を行なったうえで，当該学会の指示に従うと



ともに，利用する著作物中において本シンポジウム

にかかる出典を明記しなくてはならない．

以上のとおり，シンポジウム予稿集に掲載される論文等の

著作権は，共催学会に帰属することとなりますので御了承

願います．

4 発行日について

著作権保護に関わるシンポジウム予稿集の発行日は，シ

ンポジウム開催初日とします．

問合せ先：

画像電子学会事務局

〒 116-0002 東京都荒川区荒川 3丁目 35番 4号　

ライオンズマンション三河島第二 101号 （事務局）

TEL:03-5615-2893 FAX: 03-5615-2894

e-mail：kikaku@iieej.org
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